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・実施の様子 

3 名ずつの 4 班に分かれて，それぞれの講義と実習を行った．上から順に，番号札を用いた，ポストの対応問

題，集合被覆問題の実習の様子，および記念撮影である． 

 

                

       番号札を用いた，ポストの対応問題       集合被覆問題の実習の様子 

      

        

       記念撮影 

 

・事務局との協力体制 

広報室と広報委員会との連携で広報や実施について協力をいただいた． 

総務係との連携で書類作成，物品購入，謝金などの手続きを行った． 

 

・広報体制 

広報室との連携により次のような広報を行った． 

西日本新聞への広告． 

高校訪問，進学説明会，入試説明会においてチラシ配布． 

福岡県内の公立、私立高校へチラシとポスターの郵送． 

大学ＨＰでの告知． 

各種ポータルサイトで告知． 

 

 



 

・安全配慮 

4 人の大学院生のアドバイザが安全確保を手助けした．また，受講生と実施協力者（大学院生）に短期のレク

リエーション保険に加入してもらった． 

 

・今後の発展性、課題 

 受講者には，講義内容の資料を配布し，その中にはさらに進んで読むとよい図書を案内した． 

 また，前回同様に今回はシートを利用したが，非常によかった．特に，演習ごとに設定をシートに書くことが

できるのは，今後の演習を考える上で発展性が見込める． 

 今回は，ポストの対応問題，集合被覆問題，ビンパッキング，整列についての演習を行ったが，集合被覆問

題は比較的簡単になってしまい，また，ビンパッキングは番号札の下一桁しか利用しないので，混乱を生じや

すいので，実施方法の工夫が必要だと感じた．また，集合被覆問題やビンパッキング問題以外で，原理的に

は計算できるが現実的には計算できない問題を簡単にかつ興味深く理解することができる題材を考え，この

部分をその題材へ変更するかどうかの検討も今後の課題である． 

 また，今回は「対角線論法」の話の際に，自然数，整数，有理数，実数といった，「数」の概念についての解

説を加えたが，これは題材と絡めて話を進めるなど，さらに検討する必要を感じたので，今後はこの部分につ

いてもう少し工夫していきたい． 

 

【実施分担者】 

なし 

 

【実施協力者】       ４名 

 

【事務担当者】   

成田 麻紀 研究協力課研究協力係 

 


